
2015年３月期 第３四半期の決算概要につきまして説明いたします。 
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決算のハイライトについてご説明します。 

 

上期に続き薬価・公定価改定の影響を吸収し、増収増益を確保しました。 

第３四半期は特に国内の売上が増加しました。 

  

心臓血管カンパニーは、海外でカテーテル事業およびニューロ事業が二桁伸長と
なりました。アルチマスターも順調に売上が伸長しています。国内は第３四半期に
カテーテルを中心に伸長し、上期に比べて減収幅が縮小しました。 

 

ホスピタルカンパニーは、第３四半期に、収益性の高いDMヘルスケアやD&Dの売
上が増加し、ポートフォリオミックスも改善した結果、事業利益率が向上しました。 

 

血液システムカンパニーは、市場環境の更なる悪化に備え、コストコントロールを
強化しています。海外での血液自動製剤システムやアフェレシス治療の売上は、
上期に引き続き伸長しました。詳細については後ほどご説明致します。 
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決算概要について説明いたします。 

 

売上高は前期比５％増の3,632億円となりました。 

営業利益は、売上の伸びが寄与し、前期比10％増の529億円となりました。 

経常利益は、第３四半期に円安が進み、為替差益81億円を計上した結果、 
前期比18％増の587億円となりました。 

純利益は、334億円、前期比９％の減益となりました。当第３四半期は、欧州ホス
ピタル事業のポートフォリオ改革に伴う事業再編損64億円を計上する一方、前年
同四半期は、受取和解金による特別利益60億円を計上しており、その結果、減益
となりました。 
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このスライドは営業利益の増減を示しています。 

 

最大のプラス要因は、売上拡大に伴う粗利益の増加です。上期に引き続き、製品
構成の改善効果、コストダウン等による粗利益改善も寄与しました。 

売上高は増加しましたが、薬価公定価改定の影響や価格低下によるマイナス要
因があり、営業利益は529億円となりました。 

 

一般管理費は36億円増加しました。欧米でカテーテル、ニューロの販売体制強化

に向けて人員の採用を進め、第３四半期でほぼ計画通り進んでいます。その結果、
人件費はほぼ計画通りとなりました。 

一方、血液システムカンパニーでは、引き続き厳しい事業環境が見込まれるため、
計画よりも人件費を抑制しています。 

販促費は、上期は抑制傾向が続きましたが、第３四半期は、依然としてまだ弱いも
のの増加しました。第４四半期は、第３四半期からの期ずれに加えて、新たに使う
費用も発生するため、増加する見込みです。 
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地域別の売上高です。 

 

日本は前期比２％減、海外は10％増となりました。上期と比較して、日本は減収
幅が縮小、海外は増収幅が拡大し、全体で増収となりました。 

 

海外では、中国を除く、欧州、米州、アジア各地域で二桁伸長となりました。 

中国は前期比２％減となりました。代理店の再編が計画よりも長引いているため、
今年度中は影響が残り、売上は弱い状況が続くと見ています。 
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次はカンパニー別の売上高です。 

 

上期と同様、心臓血管カンパニー、血液システムカンパニーが増収となりました。 

ホスピタルカンパニーは上期と同様に減収となりましたが、第３四半期単独の売上
は前期比３％伸長し、上期比で減収幅が縮小しました。 
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カンパニー別の事業利益です。 

 

上期と同様、心臓血管カンパニーと血液システムカンパニーは増益となりました。 

一方、ホスピタルカンパニーは、上期は減益でしたが、第３四半期累計では、前年
同期比２％の増益、為替の影響を除いても１％の増益となりました。第３四半期に
DMヘルスケア、D&Dの売上が伸びて、収益性が改善したことが主な要因です。 
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各カンパニー別の状況をご説明致します。 

 

心臓血管カンパニーは、上期とほぼ同様の状況です。海外カテーテル、ニューロを
中心に売上が伸長し、公定価改定の影響を吸収して増収となりました。 

 

薬剤溶出型冠動脈ステント「アルチマスター」は、欧州での販売開始後、アジアで
も販売地域を拡大し、順調に売上が伸びています。アジアでは、国により登録に要
する時間が異なり、マレーシアやベトナムでは登録が不要な一方、シンガポール
やタイ、インドネシア、フィリピンは登録までに時間がかかりましたが、総じて売上
は堅調に推移しています。 
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ホスピタルカンパニーは、第１四半期は消費税増税の影響、第２四半期は病床機
能区分の見直し等による環境変化の影響を受け、売上が弱い状況が続いていま
したが、第３四半期単独では３％増と前年比プラスに転じました。DMヘルスケア、
D&Dの売上の増加により、事業利益も増益となりました。 

 

第３四半期は増収となりましたが、第１、第２四半期の反動による増加なのか、あ
るいは今後もこの回復基調が持続するのか、現時点では判断が難しい状況です。 
第４四半期の結果を見た上で判断する必要があると考えています。 
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血液システムカンパニーは、上期に引き続き、中南米、アフリカなどの新興国で全
血および成分採血装置の売上が伸長しました。製品別では、上期と同様、主にア
フェレシス治療や血液自動製剤システムの伸びが寄与しました。 

 

2015年に入ってからも、赤血球とは異なり、血小板への需要に変わりはありませ

んが、価格は下落しています。今後更に価格圧力が強まり、事業環境が厳しくなる
ことが見込まれるため、人件費を中心に費用のコントロールを強化しています。 
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次に四半期の動きです。 

 

当第３四半期の売上高は前年同期比９％の伸長、第２四半期比でも10％伸長し
1,229億円となりました。 

販管費は第２四半期比では増加していますが、売上の伸びがより大きいため、 
販管費率が下がり、営業利益率も改善しました。 
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四半期毎の粗利益率、販管費率、営業利益率です。 

 

販管費率は、第２四半期の38.3％から第３四半期は36.9％へと下がりました。 
その結果、営業利益率が15.3％へと改善しました。 
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最後に2014年度下期ローンチ予定の製品です。 

膝下向けのPTAバルーン、脳血管用のコイルアシスト・ステント、脳梗塞治療デバ
イス、カラー液晶の血糖測定システムをローンチしました。 
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